
◆ＡＯＩ国際病院・事務局長の発言 

 

・・・中国で言えば首都北京、上海等の方が当院に来院してくる状況だが、現状、北京とか上海では医療技術が

発達しているため多くは見込めない状況。一方、中国はとても格差が大きく、その他の地域では医療的なところ

で不具合が多いと認識している。葵会は成都に関連会社を作って、事業展開しているところだが、

中国全土ではまだまだニーズがあると考えている。また、中国だけでなく、カザフスタン、ベトナム、タイなど

からも問い合わせが来ている。そういうところで、ニーズについてはこれからどんどん開拓していきたい。 

 

＜Ｈ30．11.26川崎地域地域医療構想調整会議資料：「平成成30年度第2回 川崎市地域医療審議会 要旨録」

より。下線、ゴシックは当協会＞ 

 

◆中国・成都での葵会グループと現地の会社との合弁会社を報じた『人民網』の記事 

 

 

（中略） 

文中に下記の通り、四川の年金の会社（有限公司）と日本葵会集団が与（くみ）して共同で、 

新葵国際健康管理会社を合弁会社として設立したとある。 

「四川慈度昔在养老产业有限公司与日本葵会集团共同成立成都慈度新葵国际

健康管理有限公司（中日合资），」 


